




























































































































































深部低周波地震（微動）活動

愛知県から紀伊半島の深部低周波地震（微動）活動と
短期的ゆっくりすべり
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震央分布図の領域a内の時空間分布図（A－B投影）

気象庁作成

震央分布図
（2010年１月１日～2017年11月27日07時、深さ０～60km，Ｍすべて）

黒色：2017年10月1日以降
緑色：11月15日～11月17日、青色：11月18日～11月19日、橙色：11月20日～24日、赤色：11月25日以降

（2017年11月１0日～11月27日07時）

領域a

B

A

11月15日以降、奈良県から愛知県を震央とする深部低周波地震（微動）を観測している。11月15日に奈良県
と三重県の県境付近で始まった深部低周波地震（微動）の活動領域は次第に北東へ移動し、伊勢湾まで広
がった。その後、25日夜からは愛知県で活動が見られている。
深部低周波地震（微動）活動とほぼ同期して、三重県、愛知県、静岡県、長野県に設置されている複数のひず
み計に変化が現れている。
これらは、プレート境界深部において発生した短期的ゆっくりすべりに起因すると推定される。

11月



気象庁作成

断層モデルの推定は、産総研の解析方法（板場ほか，2012）を参考に以下の２
段階で行う。
・断層サイズを20km×20kmに固定し、位置を0.05度単位でグリッドサーチにより
推定する。
・その位置を中心にして、他の断層パラメータの最適解を求める。

すべり推定期間

愛知県で発生した短期的ゆっくりすべり（速報）

愛知県周辺で観測されたひずみ変化

豊橋多米及び西尾善明は産業技術総合研究所のひずみ計である。

ひずみ変化から推定される断層モデル

11月25日00時～27日06時現在
Mw5.7

左図に示した観測点での変化量を元にすべり推定を行ったところ、低
周波地震とほぼ同じ場所にすべり域が求まった。
この領域で短期的ゆっくりすべりを観測したのは、2016年10月16日～

20日の活動（Mw5.7）以来、約13ヶ月ぶりである。

第１段階のグリッ
ドサーチによる決
定係数の分布

（１に近いほど観
測値を良く説明
する）




